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It has been reported that a part of the city of Semarang, Indonesia, suffers from large ground subsidence (Abidin et 

al., 2010). To investigate the subsidence in detail, we performed an InSAR time-series analysis using PALSAR 

data acquired from both ascending and descending orbits. We used 23 SAR data (14 ascending: and 9 descending: 

images, respectively). We selected and processed 68 small-baseline pairs (49 ascending: and 19 descending pairs, 

respectively) with the smaller perpendicular baseline than 1200 m and shorter temporal baseline than 1000 days. 

We estimated temporal evolution of displacements with the time steps defined by the SAR acquisition dates using 

unwrapped interferograms, and finally decomposed the mean velocities in the two directions into horizontal and 

quasi-vertical components. Our results indicate that the northern half (seaside) of Semarang is rapidly subsiding 

(more than 5 cm/year in most part), whereas the southern half is stable. 

 

１．はじめに 

スマランはインドネシア・ジャワ島の中央に位

置する、人口 140 万人の大都市である。スマラン

では、沖積層の 30m から 80m の範囲に帯水層が

あることが確認されており、工場等による地下水

汲み上げや建物の荷重等の要因で 1979 年から

2006年までに最大 15 cm/year 程度の地盤沈下が確

認されている  (Abidin et al., 2010)。我々は、

ALOS/PALSAR データを用いて、スマランにおけ

る地盤沈下量を高い空間分解能で測定することを

目的に InSAR 時系列解析を行った。また、二視線

方向での結果に 2.5 次元解析を適用し、沈降量を

GPS 結果と比較した。 

 

２．データ・手法 

 解析には、2006 年 6 月から 2009 年 8 月の間に

撮像された PALSARデータ 23枚 (Ascending:14枚、

Descending: 9 枚) を用いた。垂直基線長 1200m 以

下、時間間隔 1000 日以内という条件を満たす 68

ペア（Ascending: 49 ペア、Descending: 19 ペア）

を選び干渉処理を施した。位相アンラップ後、長

波長トレンドと大気ノイズを補正し、各ピクセル

について SAR 画像取得日毎の変動時系列を線形

インバージョンにより推定した。また、InSAR 時

系列解析から得られた平均速度に 2.5 次元解析を

施し、東西成分と準上下成分を算出した。 

 

３．結論 

Ascending データと Descending データそれぞれ

の時系列解析結果から、沈下が最も著しい地域で

7.9 cm/year、9.6 cm/year の平均速度を得た。こ

れは、準上下成分において 10.4 cm/year の沈下速

度に相当する。 GPS の結果 (Abidin et al., 2010) と

比較したところ、概ね調和的であり、地盤沈下量

は低地部のほとんどで 5 cm/year を超えることが

分かった。 
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